
生徒会活動「暁魂～新時代の先へ～」 

校内の掲示について 

 

 

 

 

 あかるく かがやく つしまの きぼうのおか 

 

 

 

 ５月 12日（月）に前期の生徒総会が開催され

ました。 生徒会執行部からスローガンと活動方

針が発表された後、活動目標と活動達成方法が報

告されました。スローガンは、「暁魂～新時代の

先へ～」です。生徒会執行部の思いが込められた

スローガンのもと、全校生徒の力が、生徒会執行

部の活動を盛り上げ、すばらしい暁中学校をつく

っていくことを期待しています。 

また、５月１４日（水）から１６日（金）まで

の３日間、生徒会の活動で、緑の募金が呼びかけられました。緑の募金は、「緑の募金に

よる森林整備等の推進に関する法律」、通称「緑の募金法」に基づいて行われています。

生徒会だよりには、「変化の年、新しいことが多い年。これまで培った暁魂を宿したまま、

暁中生全員で新しい時代を創っていこう」と決意が述べられました。 

 

 

 

暁中学校の校舎内には、右のような掲示物が様

々な場所にあります。以前も紹介しましたが、凡

事徹底の「はきものをそろえる」について書かれ

ている詩です。作者は、長野市にある円福寺愛育

園の園長で「円福寺のおっしゃん」の愛称で親し

まれていた藤本幸邦(こうほう)さんと言われてい

ます。興味のある人は調べてみましょう。 

 

【紹介したい言葉】 

金子みすゞさんの詩『こだまでしょうか』 

「遊ぼう」っていうと 「遊ぼう」っていう。 

「ばか」っていうと 「ばか」っていう。 

「もう遊ばない」っていうと 「遊ばない」っていう。 

そうして、あとで さみしくなって、 

「ごめんね」っていうと 「ごめんね」っていう。 

こだまでしょうか、いいえ、誰でも。 

※ 知っている人も多いと思います。人から嫌なことを言われると、同じように嫌なこと

を言ったり、思ったりするものです。自分が優しい言葉をかければ、相手も優しい言

葉を返してくれる、言葉にはそんな不思議な力があります。気持ちや心もこだまする

のではないでしょうか。 
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